
〈小学校体育部会〉

1研 究 主 題

「評価 を生 か した学習指 導の 工夫 ・改善」

皿 研究の概要

体育の評価は子 ども一人一人 が意欲 をもって運動 に取 り組 めたか、 自ら考 え工夫 して 運

動 に取 り組 めたか 、技能 の習得状況 は ど うかを把握 し、次 の指導 の改善に役立 てる ことが

基本 であ る。 したがって体育の指 導 と評価 は、子 どもの よ さや 可能性 を伸 ばす個 に応 じた

授業 を進 めるた め、「め あて学習(課 題解 決的な学習 の進 め方)」を重 視 して行 うことが大 切

で ある。

そ こで 、本部会で は、90時 間 の体 育で身に付 け させ た い力 を明確 に し、学習 指導 で は

「めあて学 習」、評価 では 「思 考 ・判断」 を重視 した、指導 と評 価 の一 体化 につ いて研 究

開発 を行 ってきた。 また 、個 に応 じた指導 の在 り方を研 究 してきた。

〈研究 の構想 〉

(〈平成13年 度 の研 究開ee>>

・評価 の観 点の考 え方

・評価 計画 の作成

・評価方法 の工夫

《平成14年 度の研究開発 〉)

・評価 の観点 の重点化

・学習指 導内容の工夫

・指導 と評価 の計画の作成

・よ り信 頼性 のあ る評価 の総括 と評定

《今年度の研究開発内容》

(指 導 と評価 の計画) A 〈個 に応 じた指導1

O単 元の目標の明確化 O「 めあ て学習 」 と評価 との関 連

・本 単 元 で どん な力 を付 け させ の重 視 。

てい くのか を明確 にす る。 0学 習状況 に応 じた指導の手だて

・「努 力 を要 す る」状 況(C)へ

O評 価の重点化 の指導 のポ イン ト。

・「思 考 ・判 断 」 を 中 心 と した 重 ・「十分 満足 でき る」 状況(A)

点的な評価。 凋 を判断 す る視点。

単元の評価の総括

なお 、 本 部会 では、平成13年 度 ・14年 度の研 究 開発 の内容 を基 に体育 にお ける評 価 を

生 か した学習指導 について 、研 究開発 を進 めてきた。実践 事例 として 昨年度 は、 主に個 人 的 な

運動 で あ る 「器械 運動 」 を取 り上 げた こ とか ら、今年度 は集 団的 な運 動で ある 「ゲーム」・「ボ

ール 運動 」 にっ いて研 究開発 を行 った。
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皿 研 究 の 内 容

1指 導 と評価 の計画の工夫 ・改善につ いて

一 人一 人の学習 の実現状 況 を適切 に評価 し、そ の評価 を生か した学 習指導の 工夫 ・改善 を行

うた めに は、 単元 の 目標 を明確 にす るこ とが重要であ る。 また 、単元の 目標及び その時間 のね

らい を明確 に して授業 に臨む ことが 目標 に準拠 した評価 を進めてい く基本であ る、

そ こで 、以 下 「第4学 年 ・べ 一ス ボー ル型 ゲーム」 を例 に指導 と評価 の計画 の進 め方 につい

て例示す る。

(1)指 導 と評価 の計画

ア 単元 の 目標 の明確化 く単元の 目標 の設定の考 え方 〉

学習指導 要領 の 目標 ・内容や児童 の実態及び年 間指導計画 によ り、単元 の 目標 を設定す

る。

●学習指導要領解説の内容

技 能

攻守 を交替 し、投げ る、打つ、

捕 るな どを しなが ら、簡 単な

技 能 を身に付 けて 、ゲー ムが

楽 しくでき るようにす る。

態 度

規則 を守 り、互いに協力

してゲームを行い 、勝敗

を素 直に認 めるこ とがで

きるよ うにす る,

`学 び方

チー ムの 課題 を もち、

簡単 な ゲー ムを 工夫す

るこ とが で き る よ うに

する.
噛徽一 ζ二

畢
【単元の 目標】

投げ る打つ捕 るな どの簡単な技 能を身 に付 け、簡単な作戦 を立

ててゲー ムを楽 しむ ことができるよ うにす る.

〔【学 習の道す じ(過 程)】 やや進 ん だ学習 の道筋(ね らい② を

中心 にす る学習)で 指導 計画を作成 す る。 ⑰下記*及 びP95参 照〕

曾.年 轟 計画
●単元を通して子どもたちに身に付けさせたい力

藩 「ゲー ム の 工 夫・ルールの工夫 」
・作戦の工夫

●児童の実態

学習の準備状況

浜
曜

簡 単 な技 能(投 げ る ・打 つ ・捕 る),作 戦,ゲ ー ム を楽 しむ 態 度(協 力 ・安全)

イ 単元 の評価 規準 と学習活動 に即Lた 具体的な評価規準の作成

体 育の評価 の各観点 の趣 旨を踏 ま え、単元の 目標 を分析 、検討 して単元の評価規準 を設

定す る。そ して、ね らい とす る学習状況を評価 するため、「おおむ ね満足で きる」状況(B)

を 「学習活動 に即 した具体 的な評価規 準」 として作成す る。 その際、 「指導計画」にお け

る実際の学習活動に対応 させて作成す る,

〈単元の評価規 準〉*や や進んだ学習の道す じ(過 程)で 指導計画を作成

q漂 麟 の晦 雌意欲噛 度 、 運 動 に つ い て の ・ .運動 の技能
暫 」=

.、

;.'・.・ ・'L{・ ・-i.… 昌一.、1!

・ 思 考 ・・判 断 一;. 昏

一

み んな とゲームに進 んで楽 しく取 り組 も チ ー ム の課 題 を も ベ ー ス ボ ー ル 型 ゲ ー

う とす る。 ま た 、互 い に役 割 を分 担 し、 ち、簡単 なゲーム を ム を楽 しく行 うた め

協力 して練 習や ゲー ムを行 うとともに、 工夫 して い る。 の簡単な技能を身に

勝敗 を素直 に認 めよ うとす る。 さらに安 付 けて い る.

全 に気 を付 けて運動 しよ うとす る。

*指 導 計画の作成における学習過程の工夫;興 味 ・関心や技能 の習熟状況な どが異なる多様 な子 ども

たちがお 互い に協力 し、チームの課題 を追究 しなが ら運動の楽 しさや喜びを体験 してい くゲー ム・やボ
ール運 動の学習では、 「ね らい①;今 もってい る力を十分に生か してゲー ムやボール運動の特性 を求

める学習」の段階か ら、 「ね らい②:高 まったカに応 じて創 意 ・工夫や努力 を加 えて、ゲームや姻一
ル運動の特性 をよ り一層求めてい く学習」の段階へと活動を進 める学習過程 の工夫が必要である。
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〈学習活動に即した具体的な評価規準〉

運 動 ぺ め 関 心,・意欲,」 態度

① 練 習や ゲーム で友 達 に励

ま し ・賞賛 ・助言 等 の声

かけを している。

②友達 と力 を合わせて

用具や場の準備 ・

片付 けを している。

③ 味方の失敗を許 し合

ってい る.

④ 場所や 用 具の安 全 に気 を

付 けてプ レー している。

遮 動についての思考 ・判断

① よ り楽 しい ゲー ムが で き

る よ うにルール を変 化 さ

せ 、学 習カー ドに記 入 し

た り、話 し合 いで発 言 し
■
た りしている.

② 自分 た ちの力 に合わせ て

簡単 な作戦 や 、めあ て を

立ててゲームを している。

運動の技能

①(テ ィー な どで)静 止 し

た ボール を こぶ しまた は

手 のひ らの 中心で 打っ こ

とがで きる。

② 投 げ る手 と反 対の足 を一

歩踏 み 出 して投 げる こ と

ができる.

③ 両手で捕 るこ とができる。

*括 弧内の評価規準にっいては、他の単元で重点 とす る.

(2)評 価 の場面 ・方法

ア 思考 ・判断を中心 とした評価 の重点化

「思考 ・判断」 を中心 として評価 を重点化す ることで、めあて学習(課 題解決的 な学習

の進 め方)と 評価 を生 か した学習指 導の関連 を図るこ とが できる、 また 、一人一人がめあ

て をもち学習 を工夫す るこ とで 、「関心 ・意欲 ・態度」 の高 ま りや 「技能」の習熟 も図る

こ とができる。

イ 関心 ・意欲 ・態度 の学習活動 に即 した評価規準の重 点化

「関心 ・意欲 ・態度」の評価 について、単元 のゲー ムの特性 と年 間指導計画か ら学習活

動に即 した具体的な評価規準 を重点化 し、身に付 けさせ たいカの定着 を図 る.

べ 一スボール型(攻 守交替型)の 特性 「関心 ・意欲 ・態度 」の重点評価 項 目

欄難 懲 搬 諜 轡 きが見や⇒

'錨 藷 ぬ べ一スなどの用具の⇒

関①練習や ゲー ムで友達 に励 ま し ・賞賛

・助言等の声かけを している。

関④場所や 用具 の安全 に気 を付 けて プ レ

ー している凸

(*② ③について は他の ゲームや他領 域で重点化す る。)

重点化の効果

O「 思考 ・判断」の評価 とめあて学習 を関連 させ 、児童の活動の 中に意図的に評価 活動

を組 み込む ことに より、学習活動 にお ける指導 と評 価の一体化を図るこ とがで きる。

or関 心 ・意欲 ・態度」の学習活動 に即 した具体的な評価 規準を重 点化す るこ とによ り、

身 に付けさせたい力の習得を図 るこ とができる.

ウ 「技 能」の評価規準の 明確化

単元における 「簡単な技能」 につ いて学習活動 に即 した 具体的 な評価規準を設定す るこ

とで、身に付 け させ たいカ が明 らかになる。 また、児童が技能の 内容を めあて として設定

した り、 自己評価や相互評価 した りす る上で も評価 が明確 になる。

工 評価 方法の計画

評価活 動 をよ り具体 的にす るた めに、 「学習活動 に即 した 具体的な評価規準」 を計画 に

位置 づける際、評価方 法を明記す る。
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2個 に応 じた学習 指導 の工夫に ついて

(Dゲ ー ム ・ボール運動領域にお ける 「めあて学習」 と評価 との関連の重視

「めあて学習」におけ る 「め あて」 には、「① 目標 を設 定す る」r② 課題 を選択 す る」 「③活

動 を決定す る」の三つ の中身 が含 まれ てい る。その ことを集 団耕集団 で競い合 うゲー ム ・ボー

ル運 動領 域において考えた とき、チー ムの作戦 と個人のめあてを関連付け、チーム(作 戦)の

指導 を通 して個 人 〔めあて)へ の指導 を行 うこ とに視点を置いた学習 を進め られ る よう、学習

過程 を工夫す る ことが大切で ある。

また、めあて学習は前項1「(2)評 価 の場面 ・方法」で も述ぺたよ うに 「関心 ・意欲 ・態度」

「思考 ・判断」 「技能」 の評価 と関連 させ、めあての達成 状況 を評価す ることで、3観 点の評

価 を関連づけて行 えるよ うにす る ことができる。その際、 めあて学習 におけ る学習活動 の中に

意図的 に児童の評価 活動を組 み込んでいくことによ り、学習活動 にお ける指導 と評価 の一体化

を図 るとともに、 自己評価活動及び相互評価居動 も深 まる ものと考え る。

次 に前項 に引き続 き 「第4学 年 ・ベー スボール型ゲーム」を例に個 に応 じた学習指導 の工夫

につ いて例示す る。

〈め あて学習 と評価 との関連 〉
一一一・ めあて学習の進め方 … 一

,

個 人 の め あ て 一一

「ボール をす ばや くつ ないでア ウ トにす る」

ご難

め あて の 中身(3観 点 との関 連)

,「友 だちの よい ところ を見 つ け声 をか ける」(関)
t「打球 の飛 んで きそ うな とこ ろに守 る」(思)

「ボール をつ な ぎや す い とこ ろにすばや く動 く」(思)

「打球の ところにす ぐ走 る」(思)

r飛 ん できたポール を しっか リキャ ッチす る」(技)

「捕 った らす ぐ投 げ る」(技)

「味方の捕 りやす い球 を投 げ る」(技)

一… 「思考 ・判 断」の評価 一一一

〈め あて学習 を進め る上で、子 どもが達成状況 を判断す るための工夫例 〉

めあてが達成で きたか(課 題が解決で きた か)を 子 どもが確認す るた めには、学習 を振

り返 る際 、で きるだけ客観 的な資料 を基にす る ことが必要 である、客観 的な資料 は子 ども

の学習の準備状況 に応 じて学習過程の工夫 と合 わせ て授業 を構想す ることが大切 である。

① めあての達成状況 を判断す る学晋 カー ドや学習の記録→ ナイス プレーカー ド

学習活動 に即 した具体 的な評価 規準の中で個人 のめあて との関連か ら、ゲー ム中に相

互評価で きる項 目を設定 しゼ ッケ ンナ ンバー で記入 する。児 童が判断す る規準 は具体的

な評価規準 を児童向 けの言葉 に置 き換える。 また、判断す る規準 を児童 向けに明確 にす

人のめあて として設定す ることもで きる。ることでそれぞれの項 目を個人のめ
ゼ ッケンナンバー

ナイスボイス
1

ナイスパ ッティング

ナ イス ス ロー

ナイ ス キ ャ ッチ

関達する評価坦準
→ 関①

→ 技①

→ 技②
→ 技③

〈児童の判断規準〉
よい声かけ(励 まし、賞賛、助言)

静止 したボールを打つ
一歩踏み出 して投げる

両手で しっか り捕る

②めあての達成状況を判断する視聴覚機器の活用→VTR、 デジタルカメラ 働 画撮影}

(2)学 習状況に応 じた指導の手 だて

児童一人一人 に学 習状況 の評価 を生か した指導を行 うた めに、個 々の状況に対応 した具 体

的 な状 況の例や指導のポイ ン トを明 らか にする。(楽P95〈既の指靴計酌具体国〉参黒)

ア 「努 力を要す るJ状 況(C)へ の指導のポイ ン ト

「努力 を要す る」状況(C)に あ る児童への指導 の手だてや働 きか けを示す こ とによ り、

基礎 ・基本の確実な習得 を図 る。
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イ 「十分満足できる」状況(A)と 判断する視点

「おおむね満足 できる」状況(B)を 踏ま え、十分満足 でき ると判断で きる具 体的な状 況

を示す ことによ り、評価の信頼性 を高 める。

〈単元の指導 と計画の具体例 〉

第4学 年べ一スボール型 ゲーム *や や進んだ学習の道す じ(過 程)で 指導計画を作成

罷 学習活動 諦の鯨 評価方法 ・場面 「努力を要する」状 況(C)へ の指導のポイ ン トと

「十分満足 できる」状況(A)と 判断す る視点

ノレ ・学 習 の 関偲 肢 思① 思①

i ね らい 第1時 つぶや き→ゲーム中 (C)・ ル ール の 工夫 例 を提 示す る。

ル を知 る 観癖・問い謝 → 振 り返 り (A)・ ルールの工夫 につ いて友達 に進 ん で声か けを

を 話 し合い して い る。

工 ・は じめ ④ ① 学習カード→事 後

夫 のゲー 関① 関①

し ム 観 察 →練習中 (C)・ 声 をかける ことで連携 が うま くい った具体的

楽 → ゲ ー ム 中 な場面を示 して賞賛す る。

し ・ ノレー ノレ 第2時 ナ イ スプ レー カ ー ド (A)・ い つ も友 達 に声 か け を して チ ー一ム の 雰 囲 気 を

む の工夫 → ゲ ー ム 中 盛 り上 げ て い る。

A につい 関④ 関④

ね て話 し ① ① 観 察 →錬習中 (C)・ バ ッ トの持 ち方 や バ ッ ト ・ボ ー ル の 置 き場 所

ら 合 う → ゲー ム 中 等 を具体的に指 導す る。

い ・安全 ボー ド(掲 示 資料)を 使 い 、具体的 に安

① 全に気を付け る場面 を伝 える。
)

(A)・ 場所や用具 の安全 にっいていっで も友達 に声

をか けて い る。

作 ・ノレー ノレ 第3時 思② 思②

戦 や作戦 ② ① 学習カード→事前 (C)・ チー ムの力 を考 えて打順や 守備位 置 な どの作

を の確認 ② 鵬 ・鋸 →話 し合い 戦を決めてい るかゲー ムを観察 して助言す る。

工 ③ 声 → ゲーム 中 (A)・ 作戦 を意識 してチーム の友達 に声 をか けて い

夫 ・ゲ ー ム 毛 学習かド→記入中 る 。

し をする 第4時 事後

て VTR→ ゲ ー ム 中

楽 ・チ ー ム ② 事後

し

む

の時間
{
2 技①②③ 技①〈打つ〉

£
・振 り返

り 「

:第5時
,"幽 騨 騨,

観 察 → 練習中

ゲーム 中

(C)・ 助 言 「手 に 当た る まで ボ ー ル をに ら も う」 「ひ

じを伸 ば して 大 き くスイ ン グ」

ら : ② ナ イ スプ レー カ ー ド (A)・ 自分 で トス して 打 つ

い i → ゲ ー ム 中 ・人が投 げた ポール(下 手投 げ)を 打つ

② ; 技②〈投げる〉
)

P

:第6時 (C)・ 助 言 「ボール を持た ない方の肩 を投 げる相手

: に 向 け よ う」

i ② (A>・ 相手の胸 をめがけて捕 りやす い球 を投げ てい

: る 。

i 技③〈捕る〉

:第7時 (C)・ 助 言 「力 をぬ い て 手 を 引 きな が ら捕 ろ う」 「大

: ② ① 事なボールは拝んで捕 ろ う」
:

:
② (A)・ ポール の前や 下に先回 りして体の正面 で捕 っ

酢 ③ て い る。
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1V実 践事例

1第5学 年 「ボール運動(ソ フ トバ レー ボール)」 にお ける単元の指導 と評価の計画

(1)単 元 の 目標

ソフ トバ レー一ボールについてサーブやパ スなどの技能を身に付 け、ルール を工夫 し作戦 を

生かせ るように練習やゲー ムを楽 しむ ことができるよ うにす る。

② 単元の評価規準及び学習活動に即した具体的な評価規準

運動へ の関心 ・意欲 ・態度 運動についての思考 ・判断 運動の技能

単

元

の 評

価

規

準

友達 とともに、ボール運動 の楽

しさや喜 びを求めて進ん で取 り

組 も うとす る。 また、勝敗 に対

して正 しい態度 をとろ うとす る

と ともに、安全 に練 習や ゲー ム

をしよ うとす る。

チ ーム の特徴 を知 り、作戦

を 立て た り、ル ール を工夫

した りして い る。

ソフ トバ レー ボール に

ついて 、簡 単 な作 戦 を

生か してゲー ム をす る

ための技能 を身に付 け

ている。

学

習

活 具

動 体

に 的

即 な

し 評

た 価

規

準

①チー ムの友達に声 をか け、練

習やゲームに取 り組 んでい る。

〔薯繍 認;舘 鉱)
③ 友達 と協力 し合 い、練習の揚

を作 ろ うとした り、用具の準

備 片付 けを した り しよ うとす

る。

⊂艦 鼎 鎗1こ気を付)

①みんなが もっと楽 しめる

よ うにルールを工夫 し、

学習カー ドに記入 した り

話 し合いで発言 した りし

ている。

② チー ムの作戦や 自分のめ

あてを立て、それ を達成

させ る た め に練 習 した

り、ゲームを した りして

いる,

① ソ フ トバ レ・一ボ ー ル

につ い て 、 次 の 技 能

を身 に付 けて い る。

・飛 ん で き た ボ ー ル

を 、 両 手 で パ ス で

き る。

・片 手 で ア ンダ ー サ

ー ブが 打て る
。

② ル ー ル を理 解 して 審

判 をす る こ とが で き

る。

1*括 弧内の評価規準については、他の単元で重点 とす る。1

1

(3)単 元の指導 と評価の計画

*学 習の道筋(過 程)は 、 ソフ トバ レーボールの作戦が立てやす く生か しやす いとい う特性及び

児童 の実態等か ら、やや進んだ学習の道す じ(過 程)で 指導計画を作成す る。

1学習 の道す じ(過 程)】

ね らい① ルールを工夫 し、ゲーム を楽 しむ。

ね らい② 練習や作戦を工夫 してゲームを楽 しむ。

時 渇程 学 習 活 動 閨心・鰍 傑 思考 ・判断 技能
-

・

2

ね

ら

い

①

Oオ リエ ンテ ー シ ョン

・学 習 の進 め方 を知 る。
・ル ール につ いて確 認 し、試 しの ゲー

ム を行 な う。

③観察 ①観察

学習カー ド

②観察

学習カー ド

3

・

4

・

5

・

6

・

7

ね

ら

い

②

○ リーグ戦を行 う。
・1単 位時間に2試 合 、1審 判す る。
・チームの作戦を生かせ るよ うにゲー

ムに取 り組む。
・チー ムの時間を設定 し

、話 し合 いや

練習 をす る.

①観察 ②観察

学習カー ド

VTR ①観察

①観察
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(4)評 価方法の工夫例

① 重点指導チームの評価

毎時間、学習活動 に即 した評価 を基に個人 についての評価 は行 うが、各 チームにおけるめ

あて学習の指導 を行 うため、計画的に各時間の重 点指導チーム(毎 時間3チ ーム)を 設定 し

てお き.チ ーム及び個 に応 じた指導等を徹底す る。 この ことにより、評価 の信頼性 を高める

こともで きる。

② めあての達成状況を判断す る学習カー一ド
(A

憂紺 サ鼻 窯
駐._ノ きちん と打て て 一 確闇

、
一)い 惚r

)

【教師】評価の参考とする

.へ(

だ のチニムは藤?
`↑)生 かせていた(ン

【'

「
_、 んだな了u1

)')
㌔一■ノ

∵ 儒灘膿づ
・ナ イス ファ イ ト ・ナ イ スボイ ス

・ナ イ スサ ー ブ ・ナイ スパ ス

・ナ イ スカ バ ー

0留 意 点

藩 判チ_ム の記録係がナィスプレこ7鴫'

した友達のゼ ッケン番号 を記録す る。

・視点を明確 に示 し、共通理解 させてお く。

〆 麟 、,
fや ったあ!ぼ くの番号'職

があるぞ。 羅

転鵡逗欝ダ
【児童 】学習を振 り返 る一一一

`め あて.
il連 成 して いたん だ

。

うれ しい1

ノ一一一

(5)学 習状況に応 じた指導の手だて例

① 「努 力を要す るJ状 況Cへ の指導のポイン ト

「努力 を要す る」状況(C)に あ る児童への指導の手だてや働 きかけを示すことによ り、基

礎 ・基本の確実な習得を図 る。

ア 関心 ・意欲 ・態度

・友達 と協力 して用具の準備 をす ると、安全に素早 くで きるこ とを伝 える。

・教師 力二児童に声かけ し、雰囲気を盛 り上げ、声かけの大切さを示す。

イ 思考 ・判断

・ルール を工夫 してい く視 点(み んながよ り楽 しめるよ うに)を 明確 に示す。

・自分や 自分 たちのチームのカに合 った作戦や めあて那 もてているか、 しうか り確認 し

助言す る。

ウ 技能

・助言例 「ボールの飛 んで くる方向にす ばや く移 動 して、ボール の下に両手 を差 し出す

といいよ。」

・追加 され たルールは掲示 した り、審判チームの役 割分担 をカー ドに記入 した りして、

明確 に示す。

② 「十 分満 足 で き る」状 況Aを 判断 す る具体 的 な状況

「お おむ ね満 足で き る」状 況(B)を 踏 ま え 、十分 満 足 で き る と判 断 で き る具体 的 な 状 況 を

示 す こ とに よ り、評価 の 信頼 性 を高 め る、

ア 関 心 ・意 欲 ・態度

・進 ん で努 力 し…。 ・自ら進 ん で …。 ・助言 しあい なが ら…。 ・いつ で も… 。

イ 思 考 ・判 断

・適 切 な…
。 ・～ を よ り工夫 して…。 ・課題 を明 確 に して …。 ・計画 的 に …。

ウ 技 能

・正確 な… 。 ・素 早 い …。 ・い つ で も…。 ・状 況 に応 じて …。
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2第6学 年 「ボール運動(バ スケ ッ トボール)」 にお ける単元 の指導 と評価の計画

(1)単 元のB標

バ スケ ッ トボール につ いて簡単な作戦 を生 か してゲームをす るための技能 を身に付 け、チー

ムに適 した課題 をもって互 いに協力 して練習や ゲームを楽 しむ ことがで きるようにす る。

(2)単 元の評価規準及び学習活動に即した具体的な評価規準

関 心 ・意欲 ・態 度 思考 ・判断 技 能

単 友 達 と ともに 、バ ス ケ ッ トボ チ ー ム の特 徴 を知 り、 バ スケ ッ トボ ー ル に っ

元 評 一ル の楽 しさや喜 びを求めて進 作戦 を立 てた り、ルール いて 、簡 単な 作戦 を生 か

の 価 ん で 取 り組 も うとす る。 ま た 、 を工夫 した りしてい る。 してゲー ム をす るため の

規 勝敗に対して正しい態度をとろ 技能 を身 に付 けてい る。

準 うとす る とともに、安全 に練習
や ゲー ム を しよ うとす る。

① チー ムの友達 に声をか け、練 r① みんなが もっ と楽 ・ ①次の技能を身に付けて

学 習や ゲー ムを している. しめる ようにルール ゲ ー ム がで き る。

習 ②ルールや マナー を守 り、審判 を工夫 し、学 習 カ ー ・仲 間が捕 りやす いパ ス

活 の判 定に従お うとす る。 ドに記入 した り話 し が で きる。

動 具 r③ 友達 と協力 し合 い、練習 ・ 合いで発言 した りし ・相 手 の パ ス や シ ュー ト

に 体 の場 をつ くろ うと した り、
Lて い る

。 ノ を防 ぐこ とがで き る。

即 的 用具 の準備 を した りしよう ② チームの特 徴を生 か し ・ドリブル で移 動 で き る。

し な とす る。 た作戦や自分のめあて ・両 手 で シ ュー トで き る。
た 評 ④場や用具の安全に気をつ を立て、それ を達成 さ ②ル ール を理 解 して審 判

価 けて運動 してい る。 せ るた め に練 習 した を して い る。

規 L' り、ゲ ー ム を した り し

準 てい る。

*括 弧内の評価規準 については、他の単元で重点 とす る。

i

(3)単 元の指導 と評価の計画

*学 習のね らい と道筋は、児童 の実態(学 習の準備状況)及 び年 間指導計画か ら、進んだ学習

の道す じ(過 程)で 指導計画 を作成す る,

【学習 の道す じ(過 程)1
ね らい① 簡 単なル ールやマナー を理解 しり一 グ戦(ゲ ー ム)を 楽 しむ。

ね らい② 対戦チーム との話 し合 いでルール を決 め、作戦を工夫 して対抗戦(ゲ ーム)を

楽 しむ。

時 暦程 学習過程 ・活動 関心 ・意欲

態 度

思考 ・判断 技能

1

・

2

・

3

・

4

ね
ら
い

①

0オ リエ ンテ ー シ ョン
・学 習 の進 め方 を 知 る.
・を一ル につ いて確認 し、試 しの ゲーム を行

,。

0リ ー グ戦 を行 う。
・チ ー ム の特 微 を知 り、 作 戦 を明 らか にす

る。

②観察 ②観察

学習カード

①観察 ②観察

学習カード
VTR ②観察

①観察

5

・

6

・

7

ね

ら
い

②

O対 抗戦を行 う。
・チ ーム のめあてに応 じた練習 を計画的に

行 う。

①観察 ②観察

学習カード

VTR ②槻察

①観察
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{4)授 業実践(7時 間扱いの4時 間 目の例)
① ね らい
チームの特徴を生か した作戦や 自分のめあてを立て、それを達成 させ るために練習 した り、ゲ
ームを した りする。

② 展 開

学 習 活 動

1集 合 、整列 する。

2本 時の作戦とめあ
てを確かめる。
3準 備運動をする。

4ボ ール 慣れ をする,

5第1ゲ ームを行 う。

Aゴート=黄 対 水 色

(審判:緑)

Bコート=青 対 榿

傭 …判;白)

6第2ゲ ームを行 う。

Aコ ート1緑 対 榿

(審 判:水 色)
Bコ ート=黄 対 白

(審判=青)

7練 習タイム

83ゲ ームを行 う。

Aゴ ート1白 対 緑

(審 判:樫)

Bコート1青 対 水 色

(審 判=青)

9整 理運動をす る。

10学 習をふ りかえ

り次時の見通 しを
もつ。

評 価(内 容/方 法)

・素早 く、チームごとに並んでいる。
(動き、姿勢/観 察、声かけ)

・教師の話を集中 して聞いている。
(視線、姿勢/観 察、問いかけ)

・ス トレッチ ングを正 しく行 ってい

る。(正 確な運動/観 察、声かけ)
・ボール を使うて しっか り運動 してい

る。(運 動量/観 察 、声かけ)

・勝敗に対 して正 しい態度 をとってい

る。(公 正/観 察、声かけ)
・安全に気をつけてゲームをしてい

る。(反 則、危険なプレー/観 察、
声かけ)

◎評価の霊点:思 考 ・判断②
チームの特徴を生か した作戦や 自
分のめあてを立て、それ を達成 さ
せ るために練習 した り、ゲームを
した りしている。

◎評価の重点=技 能①
次の技能を身につけてゲームがで

きる。
・仲間が取 りやすいパスができ

る。
・相手のパスや シュー トを防 ぐこ

とができる。
・ドリブルで移動できる。
・両手でシュー トできる。

・クールダ ウンの運動 をしてい る。
(動き/観 察、声かけ)

○本時のまとめを学習 カー ドに記入 し
ている。(話 し合い、記入 の様子/

観察)

教 師 の 支 援

・整然 とした集団行動で、学習に
向か う気持ちを高め させ る。
Oチ ームの作戦や個人のめあてを

意識 させ る。 はっき りしていな
い場合 は、チームの仲間に確 か

めさせ る。
・けが防止のため

、準備運動 とボ
ール慣れ をきちん と行わせ る

。

○ゲー ムでは、正 しい態度や安全
な動 きを意識 させ る。
・友達 を励 ます発言を賞賛す る。
・審判のチームの役割分担 をきち

ん と行 わせ る。

Oゲ ーム と練習タイムを観察 して、
技能 にっいて助言する。
・取 りやすいやわ らかなパ スや 両

手でのシュー トを賞賛する。
・相手の動 きを見て、素早 く移動
す るよう助言す る。
・ボール を見ないで ドリブル をす

るように助言す る。

O練 習タイムを観察 し、作戦に合 っ
た練習 を選んで行っているか(チ
ーム) 、作戦のことを考えて練習
しているか(個 人)見 取 り、助

言す る。

・ゆった り大きく行わせ る。
O本 時の学習のふ りか えりをさせ
る。
・記入 した内容を発表 させて、次
時の見通 しをもたせ る。

(5)学 習状況に応 じた指導の手だて例

① 「努力 を要す る」状況(C)へ の指導のポイ ン ト
0技 能①につ いて
⇒ 基本的なパス、 ドリブル、シュー トが身につ く練習や1対1、2対2な どの練習 を通 し
て、動きについて助言す る。

O思 考判断② にっいて
⇒ 作戦に合った練習の場を示す。作戦のことを考えて練習するように助言す る。

② 「十分満足できる」状況(A)と 判断す る具体的な視点
O技 能①について

⇒ 仲間が取 りやすい正確なパスができる。 正確な シュー トがで きる。巧み な ドリブルで相
手をかわす ことができる。状況 に応 じて相手のパスや シュー トを防 ぐことができる。

O思 考判断② について

⇒ 作戦を成功させるために,練 習を工夫 して行 ってい る。練習 を計画的に行 ってい る。
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3単 元の評価の総括

単元の学習過程 における観点ご との評価結果 を整理 し、観点 ごとの評価の総括を行 う。

評価の計画に基づく簡[ゆ 難 幾1ナ る評価結 ⇒ 学校で定めた繍 法を基

間の評価 を記録す る。

*授 業中の記録や学習カー ド等 を活用 して、総括的に学習活動を評価す る。

1→(例)チ ー ムの作戦 ・個人 のめあてをカー ド形式に して携行 し、重点指導チームの指導 と評価 と

合わせ、記録をっ ける。

【単 元 の 評 価 記 録 ・総 括 表 の 例 】 ～ ボ ー ル 運 動 「ソ フ トバ レー ボ ・一ル 」を 例 と し て ～

閣心 ・意 欲 ・態度 思考 ・判 断 披能 総括

② 用 具 の 準

備 ・片付 け

③積極的 な

声かけ

① ル ー ル

の工 夫

② チ ー ム の 作 載 や 自

分 のめあての違成

② 審 判 と

して遅営

① 両 手 パ ス ・

片手サー ブ

閣

意

艦

思

物

拭

時 1 a 1 2 3 4 5 6 7 2 4 7

児賃1 日 A A A A A B A B A B B A A B

児童2 B 8 C B B A A B B C B B B B B

児童3 A B B B A B 日 B_」 一一一一繭 ㌔一_一A B A A
-_

B B A
り■一 酬 ■一一吻飼凶 ■一 画_ L鹸 職」

_槻_ 晒}

*指 導 と評価の一 体化 を図 ることで、学習指導要領に示 され た基礎 ・基本をどの子 にも確実に身

に付 けさせるた めに、体育において評価 を重点化す ることは有効な方法である。また、毎時間

の授業で得 られ る評価情報は、子 どもの学習状況を把握す るとともに、指導方法の改善や見直

しを適切 に行 うために生か した り、単元の評価を総括に生か した りし、有効 に活用す る ことが

重要である。

V研 究 の ま とめ

1単 元の 目標 の明確化

指導 と評価 の一体化を図 るためには、本単元で何を学び取 らせ どのよ うなカ をっけたいのか、

学習指導要領 の 目標 ・内容 と年間指導計画 、児童の実態から単元の 目標を明らかに して指導計画

を作成す ることが重要である。

2評 価の重点化

「思考 ・判断」の評価 を重点と して 「めあて学習(課 題解決的な学習の進 め方)」 に関連 させ 、

児童の活動の中に意図的に評価活動を組み込むことに より、学習活動にお ける指導 と評価の一体

化 を図 ることがで きる。

3「 めあて学習(課 題解決的な学習の進 め方)」 と評価の関連

「めあて学習」にお けるめあての達成状況を評価することで、「運動への関心 ・意欲 ・態度」「運

動にっいての思考 ・判断」 「運動の技能」の3観 点の評価についても関連 させ て評価 をす ることが

できる。

4学 習状況に応 じた指導の乎立て

基礎 ・基本の確実な定着を図るため、「努力 を要す る」状況(C)の 児童へは、指導のポイン ト

を明 らかにす ることが大切である。また、評価 の信頼性 を高めるために、 「十分満足できる」状況

(A)と 判断できる視点を明 らか にす るこ と力状 切である。いずれ も、各学校にお いて研究 を深

めて いくこ とが必要である。
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